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和歌山を創る新聞「わかつく」
を読む会をしませんか
https://wnc.jp/works/wakatsuku

和歌山を創る新聞「わかつく」編集担当者が記
事について説明するする勉強会などのご希望を
承ります。わかやま NPO センターまでお気軽
にお問い合わせください。

昨
年
４
月
に
は
西
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
も
開
館

し
た
ほ
か
、
他
に
も
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
開

設
に
向
け
た
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
初
回
の
方
針
策

定
時
と
比
較
し
、
和
歌
山

市
が
管
理
す
る
道
路
は
64

キ
ロ
延
伸
、
橋
梁
も
69
箇

所
増
加
。
上
下
水
道
も
合

わ
せ
て
１
０
０
キ
ロ
近
く

延
伸
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
老
朽
化
し
た

公
営
住
宅
の
閉
鎖
や
学
校

施
設
の
譲
渡
な
ど
に
よ

り
、
２
０
１
８
年
３
月
か

ら
の
5
年
間
で
、
公
共
施

設
は
延
床
面
積
換
算
で
約

６
・
７
％
が
縮
減
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
の
複
合
化

も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
に
河
西
ほ
ほ
え
み

セ
ン
タ
ー
や
伏
虎
義
務
教

育
学
校
な
ど
７
施
設
が
複

合
施
設
と
し
て
整
備
さ
れ

な
る
、
と
し
て
い
ま
し
た
。

順
調
に
進
ん
で
い
る
？

　

今
回
の
改
訂
版
に
よ
る

と
、
現
状
の
建
物
を
保
有

し
続
け
て
、
築
30
年
で
大

規
模
改
修
を
実
施
、
築
65

年
で
建
て
替
え
る
周
期
と

す
る
と
、
今
後
30
年
で
３

４
５
２
億
円
が
必
要
と
試

算
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、❶
１
年
あ
た
り
の

平
均
で
は
１
１
５
億
円
と

な
り
ま
す
。

　

一
方
、❷
直
近
５
年
間

の
公
共
施
設
へ
の
投
資
は

1
年
あ
た
り
74
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

❸
延
床
面
積
が
１
％
縮
減

さ
れ
る
と
維
持
管
理
経
費

は
１
年
あ
た
り
約
６
９
０

０
万
円
減
少
す
る
ほ
か
、

❹
延
床
面
積
の
１
％
を
民

間
に
売
却
す
る
と
、
実
績

に
基
づ
き
１
年
あ
た
り
約

５
３
２
０
万
円
の
収
入
が

得
ら
れ
る
と
仮
定
。

前
提
条
件
は

　

和
歌
山
市
が
昨
年
改
訂

版
を
発
表
し
た
「
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方

針
」
で
計
算
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
公
共
施
設
は

▼
庁
舎
や
学
校
、
体
育
館

な
ど
の
「
公
共
建
築
物
」、

▼
道
路
、
橋
梁
、
上
下
水

道
な
ど
の
「
イ
ン
フ
ラ
資

産
」
の
２
つ
を
指
し
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
に
紙
面
で

ご
紹
介
し
た
同
方
針
で

は
、①
過
去
５
年
間
の
実

績
に
基
づ
き
１
年
あ
た
り

79
億
円
を
公
共
施
設
に
投

資
で
き
る
前
提
と
し
、②

既
存
施
設
は
築
30
年
で
大

規
模
改
修
を
実
施
、③
公

共
施
設
を
縮
減
し
た
場

合
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
民

間
に
売
却
す
る
…
と
い
っ

た
条
件
で
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
延
床
面
積
に
換
算
し

約
２
割
の
公
共
施
設
を
縮

減
す
る
と
、
財
政
的
に
バ

ラ
ン
ス
が
と
れ
る
水
準
に

和歌山市の公共施設の今後は？ 2026 年版
　「わかつく」では 2016 年～ 2017 年にかけて和歌山市の「公共施設マネジメント基本方針」をもとに、また 2023 年には周辺自治体の公共施設の管理
計画をもとに、和歌山市以外の自治体の公共施設の今後のあり方について取り上げてきました。最初に取り上げてから約 10 年、和歌山市の最新の状況
はどうなっているのか、昨年発表された「和歌山市公共施設マネジメント基本方針」の改訂版から読み解きます。

　

❷
に
❸
と
❹
に
よ
っ
て

捻
出
で
き
る
額
と
、❶
を

減
ら
し
て
い
っ
た
額
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
る
点
を
計

算
し
た
と
こ
ろ
、
公
共
施

設
の
延
床
面
積
換
算
で

17
・
０
％
の
縮
減
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
、
と

し
ま
し
た
。

　

こ
の
数
字
は
前
回
示
さ

れ
て
い
た
「
約
20
％
」
を

下
回
っ
て
お
り
、
改
訂
版

策
定
ま
で
の
期
間
に
状
況

が
進
展
し
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

施
設
新
設
の
影
響
は

　

初
回
の
方
針
が
発
表
さ

れ
て
以
降
、
和
歌
山
城

ホ
ー
ル
や
和
歌
山
市
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
の
新
築
、

和
歌
山
市
民
図
書
館
の
改

築
・
移
転
な
ど
、
大
型
施

設
の
建
設
が
相
次
い
で
い

ま
す
。
開
設
年
度
の
関
係

で
改
訂
版
の
方
針
に
は
反

映
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

る
な
ど
、
施
設
の
縮
減
や

複
合
化
に
よ
る
効
率
化
も

順
次
図
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

今
後
も
計
画
は
続
く

　

公
共
施
設
の
な
か
で
も

人
口
増
加
な
ど
に
合
わ
せ

て
集
中
的
に
建
設
さ
れ
た

学
校
校
舎
、
公
営
住
宅
の

ほ
か
、
市
役
所
本
庁
舎
や

支
所
・
連
絡
所
な
ど
、
和

歌
山
市
内
に
は
建
設
か
ら

30
〜
40
年
を
超
え
た
施
設

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
建
物
は
優
先
度

合
い
な
ど
も
考
慮
し
な
が

ら
計
画
的
に
更
新
等
が
進

め
ら
れ
る
計
画
で
す
。

　

一
方
、
道
路
に
つ
い
て

は
状
況
を
み
な
が
ら
補
修

を
進
め
る
ほ
か
、
橋
梁
に

つ
い
て
は
点
検
結
果
な
ど

を
も
と
に
計
画
的
に
修
繕

等
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
管
は
地
下

に
埋
設
さ
れ
て
お
り
、
目

視
で
の
点
検
が
困
難
で

す
。
和
歌
山
市
も
水
道
管

や
上
下
水
道
に
関
す
る
施

設
の
更
新
は
あ
ま
り
進
ん

で
い
な
い
こ
と
を
方
針
内

で
認
め
て
い
ま
す
が
、
水

道
イ
ン
フ
ラ
に
は
処
理
場

な
ど
巨
額
の
投
資
が
必
要

な
施
設
も
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
点

検
や
更
新
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
市
も
人
口
減
少

と
高
齢
化
が
進
み
、
税
収

減
は
避
け
ら
れ
な
い
情
勢

で
、
現
在
は
毎
年
70
億
円

前
後
の
規
模
で
お
こ
な
わ

れ
て
い
る
公
共
施
設
へ
の

投
資
は
抑
制
的
に
な
ら
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
方

針
は
２
０
５
１
年
ま
で
を

対
象
期
間
と
し
て
設
定
し

た
、
非
常
に
息
の
長
い
計

画
で
す
。

　

年
々
厳
し
く
な
る
と
想

定
さ
れ
る
財
政
と
、
住
民

ニ
ー
ズ
の
充
足
の
バ
ラ
ン

ス
を
高
い
次
元
で
満
た
す

必
要
が
あ
る
た
め
、
最
後

は
政
治
決
断
に
委
ね
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
和
歌
山
市
が
こ

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
こ

と
は
私
た
ち
も
含
ん
で
お

く
必
要
が
あ
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。（
志
場
久
起
）

公共施設の縮減と捻出できる費用推計のイメージ図

「私らしい」と「仕事」を両立する未来へ。「私らしい」と「仕事」を両立する未来へ。

わかやま発、      キャリア革命。わかやま発、      キャリア革命。新
和歌山市を拠点に、「母親たちの多様性を認め合い「自分らしく 
生き生きと」社会参画できる地域づくり」をめざすNPO法人ホッ
ピング。活動の現場から「いま」をお届けします。

　「趣味や特技の延長」から「地域を支えるキャリア」へ。 
　女性のスキルを、もっと自由に、軽やかに活かせる街へ。

　「今の私にできる範囲で、仕事の時間と収入をコントロールする
ために起業したい」。 女性がそういうと、世間ではまだ「趣味の延
長？」や「ゆとりがあるね」と受け取られがちです。
　でも、もしこれが男性だったらどうでしょう。「家族との時間を
確保し、効率よく稼ぐために、戦略的に独立して働く」。こう言い
換えた途端、それは至極まっとうな「キャリア戦略」として、肯定
的に響きませんか？
　女性が「自分らしく働くこと」を選ぼうとすると、なぜか社会か
らの役割に縛られ、その決断に制限がかかってしまう。今、和歌山
で私たちが向き合っているのは、そんな目に見えない空気感です。
　私が「ホッピング」として成し遂げたいのは、このジェンダー
ギャップの解消です。女性が持つ専門性を地域経済から消さないこ
と。リスクを負う「超成功者」を目指すのではなく、手持ちの資金
でしなやかに人生の満足度を上げていく働き方を、和歌山の当たり
前にしたいのです。
　そのためには、手の届かないカリスマではなく、「ちょっと先を
歩く身近なロールモデル」の存在が不可欠です。
　そこで私たちは、専門スキルを持つ女性たちが繋がり、共に高め

合う「ホッピング登録
ママ講師 ® コミュニ
ティ」を運営していま
す。ここは、孤独にな
りがちな起業やフリー
ランスという働き方
を、知恵とノウハウで
支え合うための大切な
インフラです。
　この誌面を通じて、彼女たちのリアルな姿を発信していきます。
女性が自分らしく活躍できる風土こそが、地域の未来を創る力にな
ると信じて。

　貫名 茜／キャリアコンサルタント・保育士　キャリアが中断した
産後女性の再就職・起業支援を行う NPO 法人ホッピング理事長。
和歌山市を「女性が最も働きやすい街」にするべく活動中。

※ 次回は 4月中旬掲載予定です

NPO法人ホッピング
〒640-8020

和歌山市北桶屋町 7本町プランテ 2F（本町公園内）

https://hoppingmama.com/

NPO法人ホッピングで活動するみなさんNPO法人ホッピングで活動するみなさん

❶115 億円

❸6900 万円 / 年 減少
❷74億円

❹5320 万円 / 年 収入

▼

公共施設の延床面積縮減率▶

財政的にバランスが
取れるポイント

▲
費
用

17.0％ 100％0％

▼ 公共施設を築 30 年で大規模改修、築 65 年で建て替えとすると、1 年あたり
115 億円が必要となる試算（上記❶の金額）となり、過去 5年間に公共施設に投
資した金額 1 年あたり 74 億円（上記❷の金額）を大きく上回る。人口減・税収
減が想定されるなか、この水準を今後も継続させるのは極めて困難。
▼ 公共施設を縮減すると❶の金額も減少するため、延床面積に応じて比例的に
減らすと仮定（紫色のライン）
▼公共施設を 1％縮減すると、維持管理費が年間 6900 万円減少する（❸の金額）
ほか、公共施設を 1％売却すると年間 5320 万円の収入が得られる（❹の金額）
ことから、縮減率が上がると公共施設の更新のために確保できる金額が増える。
▼ ❶の金額を延床面積に応じて比例的に減らす紫色のラインと、❷＋❸＋❹で求
められるオレンジ色のラインが交差するところが、財政的にバランスが取れる
縮減率となる。今回の試算では 17.0％となった。

（出典：和歌山市公共施設マネジメント基本方針 2025 年 3 月改訂版）

わ かやま し あわせえ がお キャンペーン

未来の和歌山のために、いま応援しよう 助成先を公募します
　わかやま NPO センターでは 2025 年度から「寄附で応援」「参加で応援」「学んで応援」の 3 本柱で和歌山県
内のNPO・ボランティア団体の活動を応援する「わかやま しあわせえがおキャンペーン」を展開しています。
　このキャンペーンを通じてお預かりした寄附金と、和歌山市内在住の方の遺産を原資に造成した基金からの
拠出金を原資に、以下の要領で和歌山県内のNPO・ボランティア団体に助成を実施します。

【対象団体】
　以下の条件をすべて満たす団体が対象です。
◆ 和歌山県内に拠点を置くNPO・ボランティア団体（法
人格の有無は問いません）、一般社団法人（非営利徹底
型に限ります）
◆ 応募時点で、活動開始から概ね 6 カ月以上経過して
いること

【対象活動】
　以下のいずれかとします。
　1）子ども食堂・地域食堂等、食を通じた地域の居
　場所の運営事業
　2）1）以外の地域の居場所の運営事業
　3）地域福祉事業（ただし、介護保険や障害福祉サー
　ビス事業など公的事業を除きます）

【助成金額・助成団体数】
　3 万円を合計 8 団体に助成します。上記の 1）は 4
団体程度、2）は 2 団体程度、3）は 2 団体制度を想定
していますが、応募・審査の状況により分野別内訳は
前後する可能性があります。

【助成金の使途】
　事業は 2026 年 4 月～ 9 月の間とします。活動に直
接必要な費用に充当されることを原則とします。

【応募締切】
　2026 年 3月 4日（水）12 時（必着）

【審査・結果の通知・入金について】
　わかやま NPO センター内外の関係者で構成する審査
委員会で審査します（応募内容によっては追加の質問
もしくはヒアリングをさせていただくことがありま
す）。3 月下旬を目処に助成先を決定、採否を通知しま
す。採択された団体に対しては 3 月末までに助成金を
団体指定口座（団体名義の口座に限ります）に振り込
みます。

　くわしくは本助成金のウェブページをご覧ください
（https://wnc.jp/egao/）。申請用紙（Word ファイル）
や添付書類、応募方法を記載しています。
　また、本助成金の原資となる資金のご寄附も募集し
ています（ご寄附は税制優遇の対象となります。ご寄
附方法も上記ウェブページをご覧ください）。


